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≪今年度もご協力、ありがとうございました！≫ 

 平成 27年度も残すところあと半月となり、各区におかれては年度末でご多忙中と思います。 

本年度のコミュニティ活動には皆様の大変なご協力を賜り、深く感謝申し上げます。各区にお

いては、区長さんをはじめ役員の改選等も行われていると思いますが、コミュニティ事務局では

各自治会活動における印刷・事務処理等についてご支援を行っていますので、お気軽にご利用下

さい。 

また新たに各区の区長や役員になられた方は、五町田コミュニティのスローガン「笑顔と会話

で心つながる五町田」の実現のため、前任者同様にご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 ≪区長会・役員会で地方創生ヒヤリング実施≫ 

年度末を控え、2月 13日に区長会・役員会合同会議・を開催し、今年度の地域コミュニティ活

動全体について各部会の事業の実施状況の報告と、役員改選について一部役員の交代はあります

が本年度の役員体制を継続することで、役員選考委員会の決定として、・総会・運営協議会に提案

する事に決定しました。 

また今年度から地方振興の重点施策である地方創生のため、佐賀県の担当課から見えられて 

五町田地区の地域課題のヒヤリングが同時に実施され、各区の現状と課題について各区長やコミ

ュニティ役員からの報告が行われました。 

コミュニティ運営協議会の活動の基本理念には、五町田地区の解決していきたい課題を明確に

したうえで、自助・共助・公助の活動で、安全・安心・快適で住みよいまちにしていくことを目

指しています。 

今年度は新規事業としてコミュニティ活動の紹介ＤＶＤ作成と、昨年から開催され今年も 3月 

26（土）27(日)に開催予定の酒蔵まつりの支援イベントに参加することがありますが、少子高齢

化による人口減少と地場産業の振興等の課題解決の方策を、コミュニティ活動の新たな方向とし

て実践していく必要性を考えています。 

  



≪救命・救急講習会と非常食炊出し訓練を実施≫ 

2月 21日五町田区公民館で、救命・救急講習会と緊急時の非常食炊出しの訓練を実施しました。 

当初は 1月 24日に救命救急講習会を開催する予定でしたが、当日はあいにくの大雪となり延期

したものです。今回は嬉野消防署に 2名の指導員の派遣をお願いして、総務地域づくり部会員と

各区から 1名の合計 30名の参加で実施しました。 

まず参加者が 1名づつ心臓マッサージを交代して練習、その後ＡＥＤの取り扱い方の講習を受

けました。その後、女性部や食改協の皆さんにお願いして、だご汁と社協から借用した大なべで

袋入りの米飯の非常食炊出しの実習を行いました。 

  

≪五町田小学校で「6 年生を送る会」開催≫ 

3月４日（金）五町田小学校で今年を卒業する 6年生を送る会が開催されました。 

全校児童の内、6年生 35名が卒業されることになり、1年生から 5年生までの在校生達が、ご

父兄の前で、歌や踊り、創作劇等を披露して大変な盛り上がりでした。中学校に入学されても「五

町田っ子」の元気さで活躍されたらいいなと思います。 

 
 

 

  

（今後の行事） 3月 26（土）、27日（日）五町田で酒蔵まつりイベント開催 


